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１
０
月
６
日
（
木
）
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
３
０
周

年
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
第
１
部
、
関
西
大
学
経

済
学
部
教
授
宇
都
浄
人
氏

が
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
鉄
道:

新
た
な
時
代
に
お

け
る
役
割
と
課
題
」
。 

 

富
山
市
前
市
長
森
雅
志

氏
が
「
交
通
政
策
と
都
市
政

策
の
融
合
」
に
つ
い
て
基
調

講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
滋
賀
県
知
事
三
日

月
大
造
氏
よ
り
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

第
二
部
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
の
「
提
言
」「
次
な
る
３
０

年
の
強
く
し
な
や
か
な
Ｊ

Ｒ
産
業
を
創
る
５
提
言
～

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
と

な
り
誇
り
を
持
っ
て
社
会

に
貢
献
し
続
け
る
た
め
に

～
」
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
「
宇
都

宮
浄
人
」
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト

「
森
雅
志
」
氏
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
代
表
取
締
役
副
社
長
兼

執
行
役
員
「
倉
坂
昇
治
」
氏

と
、
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長
「
荻
山

市
朗
」
氏
の
四
氏
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

記
念
式
典
は
飲
食
を
伴

わ
な
い
短
時
間
で
行
わ
れ
、

連
合
吉
野
会
長
を
は
じ
め

各
産
別
代
表
者
、
友
誼
団

体
、
各
関
係
団
体
代
表
者
、

斎
藤
国
土
交
通
大
臣
、
国

会
議
員
懇
談
会
会
長
榛
葉

会
長
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
東
海
、

西
日
本
、
九
州
、
四
国
、
貨

物
か
ら
経
営
幹
部
、
Ｊ
Ｒ

連
合
歴
代
会
表
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。 

 

代
表
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
金

子
社
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
鉄
道
の

発
展
と
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続

的
成
長
を
誓
い
ま
し
た
。 

基本理念 
1．社員で考え、社員のための労働運動
を目指す 企業内労働組合 

2．心とこころをつなぐ相互扶助活動
と、次代につなぐ社会正義の実現を
目指す 
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や 

つ
ぎ 

１．この間の歩みを基盤とし、次なる３０年を見据えた課題 

 １－１ ＪＲ発足３５年の軌跡と、現実を踏まえた対応の必要性 

 １－２ 日本の交通政策の転換と、変革が求められる鉄道政策 

 １－３ コロナ禍による社会変容の加速と甚大な影響への対応 

 １－４ 社会構造の変化、SDGs等の社会的要請に対応する必要性 

 １－５ 産業の大転換期になすべきこととＪＲ連合の決意 

 

２．ＪＲが「成し遂げたい改革」と「実現したい産業の姿」 

 ２－１ 「全てのＪＲにおける経営自立」と「日本の鉄道政策の変革」 

  （１） 全てのＪＲにおける経営自立 

  （２） 日本の鉄道政策の変革 

 ２－２ 成長分野のブラッシュアップと鉄道産業の発展を通じた経済・社会への貢献 

  （１） 鉄道特性の発揮を最大限に活かし、“強くしなやかなＪＲ産業”を創る 

  （２） ＳＤＧs やカーボンニュートラル実現等といった社会的要請への対応という観点からの鉄道政策の

再構築 

 ２－３ 公共性の高い不変の役割である輸送サービスを持続的に提供し、全員参画型社会を創るための

環境づくり 

 ２－４ 働く者が安心を基礎に意欲高く業務を遂行し変革を推進できる環境づくり 

  （１） 多様な人財が「「安心」を基礎に意欲を持って働き続けられる環境の創出 

  （２） 職場内、組織内、組織間のコミュニケーションが溢れる労働環境の創出 

  （３） 「オールＪＲ」での「変化に対応できる人財」の育成 

  （４） 健康管理・安全を前提に、産業全体を意識した業務遂行体制構築の必要性 

 ２－５ ＪＲ各社および労使が「ONE TEAM」となった連携・協働 


